
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   第３回ワークショップ 

日時：平成 26 年 9 月 7 日（日） 

午前 9 時 30 分～正午 

場所：市民活動等多目的交流施設「えるる」 

 2 階 小・中研修室 
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当日の流れ 
 

１．主催者挨拶 

２．オリエンテーション 

３．ワークショップ 

選んだテーマの「現状と問題点」と

「課題」について 

「大牟田市の未来を語る」 

４．他グループとの意見交換 

５．グループごとの意見まとめ・ 

発表 

 

今回は、参加者 39 名の方々が、前回に引続きグループ

ごとにテーマを１つ選び、その現状や問題点、課題につい

て意見を出し合いとりまとめを行いました。 

続いて、前回、今回に選ばれなかったテーマについて「大

牟田市の未来を語る」と題して、テーマごとに「○○の状

態になっているといいな」と、その状態になるために自分

ができることについて、意見を出し合いました。 

次回は、前半戦の締めくくりとして、これまでの結果を

踏まえて、テーマごとに「将来の姿」について話し合う予

定です。 

おおむたの 新しい総合計画づくり 

まちづくり市民ワークショップニュース 
発行：2014年 9月 大牟田市企画総務部総合政策課 

大牟田市有明町２丁目 3 0944-41-2501 

 

 



◆グループごとの意見まとめ       “  ”“は、グループ名 

 1 班 “大蛇山” テーマ：魅力的な商店街や個店が増えています 

景観として、街灯が少ないと暗い印象を与えるので増やして明るくする、カラー舗

装をしてシャッター街をレトロな雰囲気にするといった意見がでました。また、お菓

子だけでなく、大牟田名物の食事をつくる、イベントコーディネーターを育成し、そ

の人達を中心にイベントを開催することでまちが活性化し人が集まるのではないかと

いった意見がでました。 

2 班 “大蛇山まんじゅう” テーマ：若者がたくさん増えて、にぎわっています 

駅周辺に若者が集まる場所がないため、新栄町周辺に大きな公園やイベント広場を

つくる、若者の持つ価値観・創造性が活かせる環境をつくる、若者と高齢者が一緒に

まちづくりの仕組みをつくるといった意見がでました。若者が大牟田の魅力に気付い

ていないので、ネットや情報誌で若者向けに情報発信するなど、若者が中心となった

まちづくりが必要ではないかというまとめになりました。 

3 班 “未来のおおむた” テーマ：犯罪や災害への心配なく安心してくらせています 

 空き家の問題については空き家バンクをつくる、災害の視点から地域に住んでいる

人で自分では避難できない人のアセスメントに対する意見、犯罪・事故については、

飲酒運転をなくすといった意見や中学・高校生への犯罪防止の教育が必要であるとい

った意見、防災については、ものが充足すればいいということではなく、それらを必

要とする人へつなぐ人が求められるといった意見がでました。 

4 班 “有明の夕日” テーマ：緑豊かな自然環境に囲まれています 

現状として、「公園が汚い等の管理上の問題」、「自然と親しむ場所がない」、「自然

環境への意識や知識が足りない」という 3 つの問題が出され、公園の管理については

優良ボランティアの設置、住民参加型で公園をつくる、自然と親しむについては、自

然の大切さを教育していく、市民ができることを考え、子どもや親も一緒になって自

然環境を守っていく、自然と触れ合う場をつくるといった意見がでました。 

5 班 “ゆう” テーマ：子育てがしやすいまちになっています 

子供が外で遊ばなくなった、共働きが増え家族でゆっくり過ごす時間がない、職場

の近くに保育所がない、情報が不足しているなどの意見がでました。それぞれの課題

として、幼少期に手伝いをさせることで親子の連帯感を育てる、子育て世代への経済

的支援や保育所の設置、情報が行き届いていないので、対象者にスマホなどで情報発

信をすることで解決するのではないかといった意見がでました。 

6 班 “大蛇山ラーメン” テーマ：地域での見守りが行き届いています  

 現状分析では、民生委員の不足、個人情報の取扱いで他の団体と連携が取りにくい

などの意見がでました。シルバー人材センターやボランティア団体との連携により民

生委員の役割について整理をしていく必要があるのではないかという意見がでまし

た。若者が参加しやすい情報発信のあり方や地域で活躍できるようなプロジェクトを

立ち上げ、見守りのモデルケースができないかといった意見がでました。 

7班 “人を愛する思いやりの会” テーマ：大牟田市の歴史を市民はよく知っています。 

 大牟田を愛する思いやりのある人を育てることが本当の目指すべき姿という話に

なりました。そのためには、誇りを学ぶ機会やキャッチフレーズをつくるなどの意見

がでました。市の職員と地域住民がまち歩きをして歴史を整理し、語れる人を育てる、

また、校区ごとの歴史地図を作り、大牟田全体の地図にすることが重要ではないかと

いう意見がでました。 


